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940 透過 光モ ニ ター に よる ター ビ ドス タ ヅ ト法を用 い た連続的藻体生産

（阪大院 ・薬）　 ○前田勇、 Chen 　Yukoh 、 佐藤JI貭子 、 広瀬希 、 八 木清仁 、

溝口正 、 三 浦喜温

【目的】CO2 を固定 し付加価値の 高い 物 質に 変換す るため の触媒 と して 、 高い 光合成能

を有す る微細藻 は適 して い る 。 光独 立栄養 的培養にお い て は CO2 ， 培地成分 の供給が十

分で ある場合 、 培養槽 内部 へ の 光照射 を効率 的に行 うこ とに よ り藻体生産性 は 向上 する 。

比較的増殖の遅 い 微細藻の 細胞濃度を
一

定に維持 しつ つ 連続培養 するためにタ
ー ビ ドス

タ ッ トシス テ ム を構築 し、 光透過 の観 点か ら藻体生産性 の 評価 を行 う。

【方法及び結果】
一

定強度の 光照射下 （40Wm
−2）、 平板型の 培養容器 （光路長；6 ．2

cm ）中にて 海水及び淡水性の 緑geChlamydomonas　sp ．　MGA161 、　 C．　reinhardtii の 培

養 を行 っ た 。 光照射の 反 対面にお い て 透過光強度 を測定 した とこ ろ細胞濃度 （OD680 ）

との 相 関関係が得 られ た。 そ こで 透過光強度 をオ ン ラ イ ンモ ニ ターする こ とで 細胞濃度

を測定 し 、 閾値 の 濃度 を超え た時 に新鮮培地供給 を行 うように制御 した 。 そ の 結果 、 用

い た培養容器
・
光強度下 におい て 、 バ イオ マ ス 生産性 が最適 となる細胞濃度 を維持 しつ

つ 連続培養 が可能 とな っ た 。 更 に本連続シ ス テ ム を光合成産物で ある澱粉の 生産に適用

しN 源供 給量 の 影響を検討 した。

【将来 の 展開】屋外光下 にて 夕一 ビ ドス タ ヅ ト連 続培養 シス テ ム を構築 する 。
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941　　　 平板型 フ ォ トバ イ オ リア クタ
ー

に よ る微細藻 の 屋外培養

　　　　　 （海洋バ イオ研）　○張 凱 ，　 藏野 憲秀，　 宮地 重遠

【目的1　微 細藻類の 培養に用い られ る平板型 フ ォ トバ イオ リア クターは構造が単純で あ

りなが ら光 利用効率 、言 い 換えれ ば生産性が高 い ため 、 微細 藻類 を用 い る生 物 的CO2 固定

に適 して い る。火 力 発電 所な どの 固定発生 源か ら排 出され る CO2 を固定する場合、太陽光

の利用が前提 とな る が 、屋外で は日射量 、 気象条件 の 変動 が激 しい ため 、長期 間培養 を継

続す る ことが 困難 で ある こ とが 予想され る 。 平板型 リア クター一を用い て 実際に屋外で 微細

藻類 の 回分培養を行い 、生産性、CO2 固定能 力、培養継続 に関する 問題点 につ い て 検討を

行 っ た ．

【方法及び 結果】　 温泉か ら単離 したラ ン藻 Synechocys 　tis　aqua 亡ilis　SI−2 株 を改変 SOT

培地で ， 5％CO2 を 1wrn 通 気 して培養 した 。 ア ク リル 製 の 平 板型 リアク ター
（800mm 　H

× 1000mrn 　W × 15mm 　D ，　wOrking 　volurne 　91）を ！m2 に平行 に 3 枚並 べ て 、ガ ラス 製温

室 内に設置 した 。　 岩手県釜石 市 で 1998 年 4 月か ら行 っ た培 養の結果 、温度制御な しで

は ， 13−45℃ と温 度 が大き くば らつ い たが増殖が確認 された。温度制御を した場合 （設定

温度 40 ℃ 、変動範 囲 35− 43℃ ）に は 、 梅雨 期 にも関 わ らず 平均 22g ／m2 ・d （最大 40　g／m2

・d）の 生産性が得 られ た。今後 、リア クタ の 方位角、仰角、設置枚数 、日射量あ た りの 生

産性な どに つ い て 検討 する 。　 本 研 究 は新エ ネル ギー・産 業技術総 合開発機構 の 委託研究 「細菌 ・藻類

等利 用 二 酸化炭素 固 定化
・
有効利用技術研究開発」 の

一
環 と して 行われたもの で ある．
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